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金
融
庁
は
、
２
０
２
１
年
２
月
19

日
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及

び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
、「
Ａ
Ｍ
Ｌ
／

Ｃ
Ｆ
Ｔ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
）

を
再
改
正
し
、
輸
出
入
取
引
等
に
係

る
資
金
の
融
通
及
び
信
用
の
供
与
等

（
以
下
、「
貿
易
金
融
」
と
い
う
）（
注

１
）
の
項
目
を
新
設
し
た
。

　

ま
た
、
金
融
活
動
作
業
部
会

（Financial Action Task Force

以
下
、「
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
」
と
い
う
）
も
、

貿
易
金
融
関
連
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し

て
「Trade-Based M

oney Laun-
dering Trends and D

evelop-
m

ents

」（
２
０
２
０
年
12
月
）
お
よ

び
「Trade-Based M

oney Laun-
dering Risk Indicators

」（
２
０

２
１
年
３
月
）
を
立
て
続
け
に
発
出

し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
Ａ

Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お

け
る
貿
易
金
融
の
項
目
に
つ
い
て
、

前
記
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
も
適
宜
言
及
し

な
が
ら
、
金
融
機
関
等
が
特
に
留
意

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
概
説
す

る
。一�　

Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
再
改
正

　

金
融
庁
は
、
２
０
２
１
年
２
月
19

日
、
既
存
の
要
請
の
趣
旨
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
留
意
事
項

を
示
す
た
め
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
再
改
正
（
以
下
、「
本

改
正
」
と
い
う
）
を
実
施
し
た
（
注

２
）。
主
な
改
正
点
と
し
て
は
、
①

経
営
陣
の
責
任
の
明
確
化
、
②
リ
ス

ク
の
特
定
・
評
価
の
整
理
、
③
顧
客

管
理
に
関
す
る
実
務
的
な
要
請
、
④

取
引
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
の
拡
充
、
⑤
コ
ル
レ
ス
先
・
委

託
元
金
融
機
関
等
の
管
理
の
高
度
化

に
関
す
る
記
載
の
追
加
ま
た
は
明
確

化
の
ほ
か
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
⑥

貿
易
金
融
の
項
目
の
新
設
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

そ
の
後
、
金
融
庁
は
、
同
年
３
月

26
日
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
対
す
る
関
係
者
の
理
解
の
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
マ

ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
よ
く
あ
る
ご
質

問
（
Ｆ
Ａ
Ｑ
）」（
以
下
、「
Ｆ
Ａ
Ｑ
」

と
い
う
）
を
公
表
し
た
。
Ｆ
Ａ
Ｑ
は
、

Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

趣
旨
や
解
釈
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、

金
融
機
関
等
が
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ

リ
ン
グ
（
以
下
、「
マ
ネ
ロ
ン
」
と

い
う
）
お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与
（
以

下
、
マ
ネ
ロ
ン
と
併
せ
、「
マ
ネ
ロ

ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
」
と
い
う
）
リ

ス
ク
管
理
態
勢
を
構
築
す
る
際
に
併

せ
て
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
こ

今
月
の
解
説
①

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
踏
ま
え
た

貿
易
金
融
を
巡
る
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
留
意
点

弁
護
士
法
人
御
堂
筋
法
律
事
務
所 

弁
護
士
　
高
橋 

良
輔

弁
護
士
　
津
田 

　
慧
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一�

　
は
じ
め
に

　

今
回
の
（
下
）
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
収
益
化
を
図
る
場
面
や
、
日
常
生

活
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
す
る
際
に
あ

り
が
ち
な
複
数
の
場
面
ご
と
に
、
法

的
な
問
題
意
識
を
解
説
す
る
。ま
た
、

会
社
な
ど
が
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
運

用
し
た
り
、
そ
の
運
用
を
外
部
に
委

託
す
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
場
面

設
定
ご
と
に
解
説
し
て
い
く
。（
上
）

に
引
き
続
き
、
仮
に
自
ら
が
当
事
者

と
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
例
え

ば
、
法
人
顧
客
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

小
話
の
中
で
少
し
で
も
役
立
つ
知
識

を
解
説
し
た
い
。

二�

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
収
益

を
得
る
場
面

１�

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
収
益
を
得
る
こ
と

は
副
業
に
当
た
る
か

　

２
０
１
８
年
１
月
31
日
に
、
厚
生

労
働
省
が
定
め
て
い
る
モ
デ
ル
就
業

規
則
に
副
業
と
兼
業
が
追
加
さ
れ
た

こ
と
な
ど
を
機
に
、
副
業
を
認
め
る

企
業
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
金
融
機
関

で
副
業
が
解
禁
さ
れ
た
例
も
見
ら
れ

る
が
、
い
ま
だ
副
業
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
場
合
も
多
い
。
そ
の
場
合
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
の
活
動
が
副
業
に
当
た
っ

て
し
ま
う
と
、
無
断
で
行
え
ば
懲
戒

処
分
の
対
象
と
な
り
得
る
。

　

そ
こ
で
、
副
業
と
は
ど
こ
か
ら
ど

こ
ま
で
な
の
か
が
問
題
に
な
る
が
、

法
律
上
の
明
確
な
定
義
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
個
別
の
就
業
規
則
ご
と
に

解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
副
業
禁

止
の
会
社
の
就
業
規
則
に
は
「
他
の

会
社
等
の
業
務
に
従
事
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
っ
た
規
定
が
置
か
れ
て

い
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
規
定
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
場

合
、
副
業
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
他

の
会
社
等
に
雇
用
さ
れ
る
場
合
な
ど

に
限
ら
ず
、
反
復
的
か
つ
継
続
的
な

行
為
に
よ
り
収
入
を
得
る
こ
と
も
含

ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の

利
用
が
多
様
化
し
、
動
画
や
画
像
の

投
稿
を
行
っ
て
広
告
収
益
な
ど
を
得

る
形
も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
る
と
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
広
告
料
等
の
収
益
を
得
る
こ

と
が
副
業
に
当
た
る
と
み
な
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。
収
益
の
多
寡
に
か

か
わ
ら
ず
、
会
社
の
許
可
を
得
て
お

く
の
が
よ
り
無
難
で
あ
ろ
う
。

　

会
社
が
勤
務
時
間
外
の
従
業
員
の

行
動
を
禁
止
で
き
る
の
は
例
外
的
な

場
合
で
あ
る
。
裁
判
例
上
も
、「
労

働
者
が
兼
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

労
働
者
の
使
用
者
に
対
す
る
労
務
の

提
供
が
不
能
又
は
不
完
全
に
な
る
よ

う
な
事
態
が
生
じ
た
り
、
使
用
者
の

企
業
秘
密
が
漏
洩
す
る
な
ど
経
営
秩

序
を
乱
す
事
態
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

り
得
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

お
い
て
の
み
、
例
外
的
に
就
業
規
則

を
も
っ
て
兼
業
を
禁
止
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
京
都
地

判
平
成
24
・
７
・
13
労
働
判
例
１
０

５
８
号
21
頁
）。
そ
の
他
の
裁
判
例

を
見
て
も
、
①
副
業
の
労
働
時
間
、

時
間
帯
等
か
ら
本
業
に
支
障
を
き
た

す
場
合
、
②
副
業
の
内
容
が
企
業
秩

序
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
③

副
業
先
と
本
業
が
競
業
関
係
に
あ
る

場
合
な
ど
に
は
懲
戒
処
分
が
認
め
ら

れ
る
可
能
性
が
高
い
。
会
社
と
の
ト

今月の解説②

さくら共同法律事務所 弁護士
廣田 景祐

ＳＮＳ、
動画投稿サイト等の
利活用における
法的留意点（下）
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今月の解説③

一�

　
所
有
者
不
明
土
地
の
解

消
に
向
け
た
民
事
基
本
法

制
の
見
直
し

１　
改
正
内
容

　
「
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
及
び
「
相
続
等
に
よ
り
取
得
し

た
土
地
所
有
権
の
国
庫
へ
の
帰
属
に

関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
相
続
土
地

国
庫
帰
属
法
」
と
い
う
）
が
成
立
し
、

令
和
３
年
４
月
28
日
に
公
布
さ
れ

た
。
原
則
と
し
て
、
公
布
の
日
か
ら

２
年
以
内
（
相
続
登
記
の
申
請
の
義

務
化
に
つ
い
て
は
、
３
年
以
内
、
住

所
等
変
更
登
記
の
申
請
の
義
務
化
に

つ
い
て
は
、
５
年
以
内
）
の
政
令
で

定
め
る
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
両
法

律
は
、
所
有
者
不
明
土
地
（
不
動
産

登
記
簿
に
よ
り
所
有
者
が
直
ち
に
判

明
し
な
い
土
地
、
所
有
者
が
判
明
し

て
も
、
そ
の
所
在
が
不
明
で
連
絡
が

つ
か
な
い
土
地
）
の
「
発
生
の
予
防
」

と
、
す
で
に
発
生
し
て
い
る
所
有
者

不
明
土
地
の
「
利
用
の
円
滑
化
」
の

両
面
か
ら
、
総
合
的
に
民
事
基
本
法

制
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

⑴�

　
登
記
が
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
不
動
産
登
記
制
度
の
見
直
し

　
「
発
生
の
予
防
」
の
観
点
か
ら
、

不
動
産
登
記
法
を
改
正
し
、
任
意
と

さ
れ
て
い
た
相
続
登
記
や
住
所
等
変

更
登
記
の
申
請
を
義
務
化
し
つ
つ
、

そ
れ
ら
の
手
続
き
の
簡
素
化
・
合
理

化
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①　

不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

に
対
し
、
そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か

ら
３
年
以
内
の
相
続
登
記
の
申
請
を

義
務
付
け
る
（
正
当
な
理
由
の
な
い

申
請
漏
れ
に
は
過
料
の
制
裁
）。

　

②　

相
続
登
記
の
申
請
義
務
の
実

効
性
を
確
保
す
る
た
め
、「
相
続
人

申
告
登
記
の
新
設
（
相
続
人
が
登
記

名
義
人
の
法
定
相
続
人
で
あ
る
旨
を

申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
相
続
登
記

の
申
請
義
務
を
簡
易
に
履
行
で
き

る
）、
所
有
不
動
産
記
録
証
明
制
度

の
新
設
（
特
定
の
者
が
名
義
人
と

な
っ
て
い
る
不
動
産
の
一
覧
を
証
明

書
と
し
て
発
行
す
る
も
の
で
、
相
続

登
記
が
必
要
な
不
動
産
が
容
易
に
把

握
で
き
る
）、登
記
手
続
の
費
用
（
登

録
免
許
税
等
）
負
担
の
軽
減
、
地
方

公
共
団
体
と
の
連
携
（
死
亡
届
の
提

出
者
に
対
す
る
相
続
登
記
の
必
要
性

に
関
す
る
周
知
・
啓
発
の
要
請
等
）

と
い
っ
た
方
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

　
令
和
３
年
１
月
18
日
召
集
の
第
２
０
４
回
通
常
国
会
は
、
同
年
６
月
16
日

に
会
期
が
終
了
し
、
各
種
法
律
の
制
定
、
改
正
が
な
さ
れ
た
。
金
融
機
関
の

業
務
に
関
連
す
る
法
律
に
つ
い
て
も
、
そ
の
改
正
等
が
な
さ
れ
た
が
、
本
誌

面
で
は
、
主
な
法
律
を
取
り
上
げ
、
そ
の
概
略
を
報
告
す
る
。
な
お
、
誌
面

の
関
係
上
、
詳
細
な
内
容
は
各
法
律
を
直
接
参
照
さ
れ
た
い
。

２
０
２
１
年
通
常
国
会
成
立
の

金
融
関
係
法
の
概
要

河野･川村･曽我法律事務所 弁護士
川村 英二　 古澤 陽介

（
上
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的

な
流
行
に
よ
り
、
企
業
取
引
に
お
い

て
急
激
な
信
用
不
安
の
発
生
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
お
り
、
適
切
に
与
信
管

理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な

る
。
本
連
載
は
、
与
信
管
理
の
体

系
化
・
発
展
に
取
り
組
む
（
一
社
）

与
信
管
理
協
会
（https://w

w
w.

yoshin-kanri.com
/

）
の
会
員
が

中
心
と
な
り
、
現
在
の
状
況
下
に
お

い
て
金
融
機
関
が
知
っ
て
お
く
べ
き

与
信
管
理
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

一�

　
本
年
地
価
公
示
に
見
る
不
動

産
市
況
の
動
向

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
下
落
傾

向
に
あ
っ
た
わ
が
国
の
不
動
産
市
場

で
あ
る
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る

大
規
模
金
融
緩
和
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
よ
り
景
気
は
回
復
し
、
上
昇
基
調

に
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
。
わ
が
国
の

み
な
ら
ず
世
界
中
が
大
き
な
試
練
と

立
ち
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
バ
ブ
ル
崩
壊
時
は
総
量

規
制
と
い
う
政
策
面
か
ら
の
不
況
で

あ
っ
た
が
、
今
回
は
感
染
症
と
い
う

こ
と
で
相
手
が
目
に
見
え
ず
、
感
染

者
数
、
死
者
数
は
数
字
で
見
え
て
も
、

そ
れ
が
地
価
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
か
を
判
断
す
る
材
料
に
は

乏
し
か
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
ど
の
よ
う
に
地
価
に

影
響
を
与
え
た
か
は
、
我
々
専
門
家

の
み
な
ら
ず
担
保
不
動
産
を
多
く
も

つ
金
融
機
関
の
審
査
担
当
者
に
と
っ

て
も
、
き
わ
め
て
関
心
の
高
い
情
報

で
あ
る
に
違
い
な
い
。
今
回
は
、
本

年
の
地
価
公
示
を
概
観
し
、
コ
ロ
ナ

禍
が
ど
の
よ
う
に
地
価
に
影
響
を
与

え
て
い
る
か
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、

地
価
公
示
価
格
を
担
保
評
価
に
活
用

す
る
場
合
の
留
意
点
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。

１�　

大
阪
圏
・
東
京
圏
の
地
価
公

示

　

本
年
３
月
に
国
土
交
通
省
地
価
公

示
が
発
表
に
な
り
、
全
国
の
地
価
動

向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
渦
中
で
の
最
初
の
地
価
公
示
と
い

う
こ
と
で
、
大
い
に
注
目
が
集
ま
っ

た
。
例
年
だ
と
全
国
の
最
高
価
格
地

が
話
題
に
な
る
が
、
本
年
に
限
っ
て

は
、
全
国
で
最
も
地
価
が
下
落
し
た

地
点
は
ど
こ
か
に
注
目
は
集
ま
っ
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
激
減
に
よ
る
効
果
は
、

大
阪
道
頓
堀
に
顕
著
に
現
れ
、
下
落

率
28
％
が
全
国
の
最
高
下
落
率
と

な
っ
た
。

　

大
阪
圏
の
下
落
率
が
大
き
か
っ
た

新型コロナウイルス影響下の与信管理

不動産鑑定士　川端 一郎

第１回　2021年発表の地価公示にみる
　　　　不動産市況とその活用方法


